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研究成果の概要： 
 本研究では，軽度発達障害児や軽度知的障害児などの学習困難児を含む通常学級におけるコ

ンピュータ利用学習の効果を検討することを目的とした。国語分野や算数分野に関する，小学

校通常学級児童を対象とするコンピュータ教材を開発し，通常学級で適用できることを確認す

るとともに，典型発達児の解決過程を詳細に分析することができた。一方，学習困難児もその

認知特性に配慮したヒント等を教材に付加することにより，繰り返しの学習の中で，学習の成

果を得ることができた。一部の研究では，実際に，一斉授業スタイルの中で，学習困難児が級

友と共に楽しく学習することができた。 
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１．研究開始当初の背景 
通常学級に在籍する，「知的発達に遅れは

ないものの学習面や行動面で著しい困難を
示すと担任が回答した」児童生徒は，全体の
約 6％いることが明らかになった (文部科
学省，2002)。これらの調査結果を踏まえて，
平成 15 年３月の「今後の特別支援教育の在
り方について」（最終報告）では，従来の，
特殊学級や特殊教育諸学校における「特殊教
育」から，通常学級に学ぶ学習困難児をも視

野に入れ，一人一人のニーズを把握し適切な
対応を図る「特別支援教育」への転換が図ら
れた。本研究では特に，特別なニーズのある
子どもに通常学級の一員として必要な教育
的支援を提供する，「インクルージョン」の
現場を扱う。 
 通常学級に今までも含みこまれていた，軽
度知的障害，学習障害（LD），高機能自閉症
やその周辺の児童などの学習困難児に関し
ては，通級指導学級や相談室などにおける個



別指導の研究は多いが，インクルージョンと
いう視点からの研究は，まだほとんど未着手
の状態である。しかも，コンピュータ利用学
習とインクルージョンを結びつけたものは
本研究開始時は皆無に等しかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では，①個に応じたプログラムの実

践②ピア（ノーマルな発達水準にある級友）
との相互作用を生かした実践の２面から，イ
ンクルージョン（特別なニーズのある子ども
に通常学級の一員として必要な教育的支援
を提供する教育）におけるコンピュータ利用
学習の効果を検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 次の３点を行った。 
(1)国語分野（単語や文の理解，作文の基礎と
しての概念マップ作成）や算数分野（基礎
演算の方略学習と文章題，パターン構成，
パズル学習，数感覚を育てる遊び）に関す
る，小学校通常学級児童を対象とするコン
ピュータ教材を開発し，通常学級で適用で
きるかを確認するとともに，典型発達児の
解決過程を詳細に分析し，学習困難児の指
導の参考とする。 

(2)教育相談室において，通常学級に学ぶ学習
困難児（軽度発達障害児や軽度知的障害
児）に対して同コンピュータ教材を個別指
導スタイルで実施し，典型発達児に対する
指導法に比べどのような支援を付加する
必要があるかを検討する。 

(3)一斉授業スタイルでのＣＡＩ学習の中に
おいて，特別にヒントを付加するなどの支
援をしたうえで学習困難児が共に学習で
きることを確かめ，教材の効果を検証する。 

 
４．研究成果 
 研究１では，研究代表者東原が学習困難児
の治療教育に CAI がどのように活用されて
いるかを文献から簡単にまとめ，研究２～研
究４では国語分野，研究６～研究 10 では算
数分野，研究５ではその両方の指導法に取り
組んだ。 
研究２は文と文のつながりの理解を深め

る絵カード配列を利用した「接続表現」の指
導，研究３はグラフィックオーガナイザーを
用いて語の意味ネットワークを拡げる指導
（図１参照）に取り組んだ。研究２や研究３
は，今後，コンピュータを用いた作文支援の
研究につなげたいと考えている。また，研究
４はグラフィックオーガナイザーを用いて
比喩表現の語と語を橋渡しする指導，研究５
は文の理解を促すために動画を導入した指
導に取り組んだ。これらはいずれも，視覚的
な刺激を扱いやすいコンピュータが活躍す
るテーマであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

図１ コンピュータを用いた概念マップ 
 
研究５では，同じ対象児に算数の繰り上が
り・繰り下がりの計算指導も行い，画面上の
タイルを操作するコンピュータ教材で計算
の方略指導に成功した。研究６・７はグラフ
ィックオーガナイザー研究の一貫として，コ
ンピュータ画面上の算数文章題の問題文か
ら構成要素をテープ図中にあてはめて完成
していくという学習（図２）の指導に取り組
んだ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ コンピュータ画面上のテープ図に問

題文の要素をあてはめることによっ
て進める文章題学習 

 
研究８は，知覚統合能力の弱い児童が不得

意とするジグソーパズルを，部品の名前と色
を言語化しながら覚えていくという方略を
教えられて積極的に課題解決に取り組める
ようになるだけでなく，どのように覚えるか
自体を自らプランすることができるように
なるという，エンパワーメントの研究である。
コンピュータは利用していない研究である
が，コンピュータ化した教材にすぐに応用可
能な視点が豊富であるので，研究８もあえて
報告書に載せた。 
研究９は，同じく構成活動に焦点をあて，

パターン構成（WISC-Ⅲの積木模様課題）を
コンピュータ教材化（図３）することにより，
典型発達児の課題解決過程に関する膨大な
データを得ることができ（図４），それを学
習困難児の指導に利用することができた。さ
らに，学習困難児の認知特性に配慮して，図
５のように見本に分割線を入れたり目印を
つけるなどの支援を含ませた教材を適用し
たところ，課題の成績が向上した。 



 

 
図３ パターン構成課題のコンピュータ教

材画面例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ パターン構成課題のコンピュータ教

材で得られる，児童の解決過程のデー
タと，方略の評価 

 
 

 
図５ 学習困難児に配慮した支援入り教材
（左：分割線支援・右：目印支援） 

 
研究 10は，近年注目されている，「数感覚」
（特に数の世界の美しさに対する感覚）を意
識した教材の研究である。九九の答から美し
い模様を作る課題（図６）で，通常学級で典
型発達児も楽しめ，学習困難児も「九九表」
を用いれば一緒に楽しめることが期待され
る。研究１から研究９までは，どちらかとい
うと，子どもの「スキル」を伸ばすための教
材や指導法の研究であった。しかし，どうし
ても「スキル」の面では活躍できない学習困
難児たちも，「感覚」という面ではよさを発
揮することができるの。九九の得意な子ども
は意気揚々と，九九の不得意な子どもは「九

九表」を見ながら，共に「数字の世界」を楽
しめることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 九九－図形変換課題「かけざんもよ

う」の学習結果例（九九の答の１の位の
数字をつないだ線が規則正しい模様に
なる） 

 
 
 これらの研究を通し，学習困難児に対して
は，その認知特性に配慮して教材のカスタマ
イズが必要であった（たとえば，パターン構
成課題では，「分割線支援」「見本窓支援」「目
印支援」など）が，一斉に実施する CAI にお
いて，対象児の卓には認知特性に応じた教材
を特別に組み入れておけば，通常学級で級友
とともに学習を進めることができることが
確かめられた。また，コンピュータに残され
た詳細な学習履歴データより，典型発達児の
課題解決過程が詳細に分析でき，今までなか
なか明確にされてこなかった，概念マップ作
成・パターン構成・算数文章題解決のより詳
細な解決過程の評価法も検討することがで
きた。 
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ある６年生の児童の結果
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